
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

情

報

通

信

サ

ー

ビ

ス

の

調

達

契

約

に

係

る

競

争

デ

ジ

タ

ル

推

進

課

入

札

の

参

加

資

格

、

資

格

審

査

の

申

請

手

続

等

の

一

部

改

正

○

収

納

事

務

の

委

託

畜

産

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

収

納

事

務

の

委

託

建

築

指

導

課

○

〃

会

計

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

物

品

の

売

買

、

修

理

等

の

調

達

契

約

に

係

る

競

用

度

課

争

入

札

の

参

加

資

格

、

資

格

審

査

の

申

請

手

続

等

の

一

部

改

正

○

役

務

の

提

供

の

調

達

契

約

に

係

る

競

争

入

札

の

〃

参

加

資

格

、

資

格

審

査

の

申

請

手

続

等

の

一

部

改

正

【

】

公

告

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

令和７年４月１５日 第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
号 

 

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
（
令

和
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

本
則
中
「
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
」
を
「
岡
山
県
物
品
の
売

買
、
修
理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
」
に
、
「
の
う
ち
Ａ
級
を
有

し
て
い
る
者
」
を
「
が
Ａ
で
あ
る
者
（
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領

の
一
部
改
正
（
令
和
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
八
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
札
参
加
資
格

を
有
し
て
い
る
者
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
本
則
第
四
号
中
「
申
請
書
類
」
を
「
申

請
手
続
に
関
す
る
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
号
１
中
「
提
出
書
類
」
を
「
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
１

中
(1)
を
削
り
、
(2)
を
(1)
と
し
、
(3)
か
ら
(11)
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
号
２
中
「
提
出
書
類
の
作

成
」
を
「
申
請
及
び
添
付
書
類
の
作
成
」
に
、
「
申
請
書
、
」
を
「
申
請
並
び
に
」
に
、
「
委
任
状
は
」

を
「
委
任
状
の
作
成
に
は
」
に
、
「
で
作
成
し
」
を
「
を
用
い
」
に
、
「
提
出
書
類
で
」
を
「
添
付
書

類
で
」
に
、
「
さ
れ
た
提
出
書
類
」
を
「
さ
れ
た
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
号
３
中
「
提
出
期
間
」
を

「
申
請
期
間
」
に
、
「
二
十
一
日
ま
で
（
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
」
を
「
三
十
日
ま
で
」
に
、
「
提

出
は
」
を
「
申
請
は
」
に
改
め
、
同
号
４
中
「
提
出
場
所
」
を
「
申
請
先
」
に
改
め
、
「
岡
山
市
北
区

内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

」
を
削
り
、
同
号
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

５ 

申
請
方
法 

 
 

(1) 

電
子
情
報
処
理
組
織
（
県
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
）
と
申
請

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い

う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

(2)

 

(1)
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
は
、
岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
十
八
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

本
則
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
し
た
改
正
前
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査

の
申
請
は
、
改
正
後
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査
の
申
請
と
み
な
す
。 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
六
号 

 

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
収
納
の
事
務
を

次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

委
託
し
た
事
務
の
内
容 

 

岡
山
県
営
と
畜
場
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
使
用
料 

に
係
る
収
納
の
事
務 

二 

委
託
し
た
収
入
の
種
類 

 

岡
山
県
営
と
畜
場
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
使
用
料 

三 

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

岡
山
食
肉
市
場
関
連
企
業
組
合 

岡
山
市
中
区
桜
橋
一
丁
目
二
番
四
三
号 

四 

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所 

 

岡
山
市
中
区
桜
橋
一
丁
目
二
番
四
三
号
に
所
在
す
る
岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場 

五 

委
託
の
期
間 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

苫
田
郡
鏡
野
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵か
ん

養 

三 

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

 
 

１ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

(1) 

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

(2) 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る 

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

(3) 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

  

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

地
方
自
治
法

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
収
納
の
事
務
を

次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
七
年
四
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

二
に
掲
げ
る
手
数
料
の
収
納
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

岡
山
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
三
号
）
に
基
づ
く
宅
地

建
物
取
引
業
の
免
許
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査
並
び
に
宅
地
建
物
取
引
士
証
の
交
付
及
び
有
効

期
間
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査
並
び
に
宅
地
建
物
取
引
士
証
の
書
換
え
交
付
及
び
再
交
付
に
係

る
手
数
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地

１

公
益
社
団
法
人
岡
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
五
番
二
八
号

２

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
不
動
産
協
会

岡
山
市
北
区
本
町
四
番
一
八
号

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

１

公
益
社
団
法
人
岡
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
五
番
二
八
号

（１）

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
五
番
一
〇
号

（２）

倉
敷
市
東
富
井
七
二
三
番
五
号

（３）

津
山
市
沼
四
一
番
一
五
号

（４）

総
社
市
門
田
一
二
五
四
番
地

（５）
２

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
不
動
産
協
会

岡
山
市
北
区
本
町
四
番
一
八
号

五

委
託
の
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
号 

 

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
収
納
の
事
務
を

次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

委
託
し
た
事
務
の
内
容 

 
 

岡
山
県
が
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
け
る
使
用
料
及
び
手
数
料
に
係
る
収
納
の
事
務 

二 

委
託
し
た
収
入
の
種
類 

 
 

岡
山
県
が
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
い
て
収
納
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料 

三 

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

地
方
職
員
共
済
組
合
岡
山
県
支
部 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
に
所
在
す
る
岡
山
県
庁
舎 

五 

委
託
の
期
間 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
号 

 

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
収
納
の
事
務
を

次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

委
託
し
た
事
務
の
内
容 

 
 

岡
山
県
が
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
け
る
使
用
料
及
び
手
数
料
に
係
る
収
納
の
事
務 

二 

委
託
し
た
収
入
の
種
類 

 
 

岡
山
県
が
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
い
て
収
納
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料 

三 

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
食
品
衛
生
協
会 

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
一
番
一
七
号 

四 

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所 

 
 

次
の
と
お
り 

                      五 

委
託
の
期
間 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

倉
敷
市
保
健
所 

岡
山
市
保
健
所 

美
作
保
健
所
勝
英
支
所 

美
作
保
健
所 

真
庭
保
健
所 

備
北
保
健
所
新
見
支
所 

備
北
保
健
所 

備
中
保
健
所
井
笠
支
所 

備
中
保
健
所 

備
前
保
健
所
東
備
支
所 

備
前
保
健
所 

施 

設 

名 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
一
号 

 

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
及
び
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

委
託
し
た
事
務
の
内
容 

岡
山
県
の
県
事
務
所
に
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
け
る
使
用
料
、
手
数
料
及
び
狩
猟
税
に
係
る
収

納
の
事
務 

二 

委
託
し
た
収
入
の
種
類 

岡
山
県
の
県
事
務
所
に
開
設
す
る
収
納
窓
口
に
お
い
て
収
納
す
る
使
用
料
、
手
数
料
及
び
狩
猟
税 

三 

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
猟
友
会 

岡
山
市
北
区
蕃
山
町
四
―
五 

四 

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所 

 
 

岡
山
県
備
前
県
民
局
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局 

五 

委
託
の
期
間 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
二
号 

 

物
品
の
売
買
、
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
（
令

和
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

本
則
中
「
物
品
の
売
買
、
修
理
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格

審
査
要
領
」
を
「
岡
山
県
物
品
の
売
買
、
修
理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審

査
要
領
」
に
、「
第
三
百
六
号
」
を
「
第
三
百
三
十
二
号
」
に
改
め
、「
有
し
て
い
る
者
」
の
下
に
「
（
岡

山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
要
領
の
一
部
改
正
（
令
和
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
九

十
九
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
者
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
本
則
第
三
号
３
中
「
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
」
を
「
免
許
、
許
可
、
認
可
、

資
格
等
（
以
下
「
許
認
可
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
又
は
届
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
、

「
こ
れ
を
得
て
い
な
い
」
を
「
当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
な
い
者
又
は
当
該
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
」

に
改
め
、
本
則
第
四
号
中
「
申
請
書
類
」
を
「
申
請
手
続
に
関
す
る
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
号
１
中

「
提
出
書
類
」
を
「
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
１
中
(1)
を
削
り
、
(2)
を
(1)
と
し
、
(3)
か
ら
(8)
ま
で
を

一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
１
(9)
中
「
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
」
を
「
許
認
可
等
を
受
け
、
又
は
届

出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
、「
許
可
、
認
可
等
を
得
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
」
を
「
許

認
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
、
同
(9)
を

同
１
(8)
と
し
、
同
１
中
(10)
を
(9)
と
し
、
(11)
を
(10)
と
し
、
同
号
２
中
「
提
出
書
類
の
作
成
」
を
「
申
請

及
び
添
付
書
類
の
作
成
」
に
、
「
申
請
書
、
」
を
「
申
請
書
並
び
に
」
に
、
「
委
任
状
は
」
を
「
委
任

状
の
作
成
に
は
」
に
、
「
で
作
成
し
」
を
「
を
用
い
」
に
、
「
提
出
書
類
で
」
を
「
添
付
書
類
で
」
に
、

「
さ
れ
た
提
出
書
類
」
を
「
さ
れ
た
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
号
３
中
「
提
出
期
間
」
を
「
申
請
期
間
」

に
、
「
二
十
一
日
ま
で
（
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
」
を
「
三
十
日
ま
で
」
に
、
「
提
出
は
」
を
「
申

請
は
」
に
改
め
、
同
号
４
中
「
提
出
場
所
」
を
「
申
請
先
」
に
改
め
、
「
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目

四
番
六
号 

」
を
削
り
、
同
号
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

５ 

申
請
方
法 

 
 

(1) 

電
子
情
報
処
理
組
織
（
県
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
）
と
申
請

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い

う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

(2) 

(1)
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
は
、
岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
十
八
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

本
則
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
し
た
改
正
前
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査

の
申
請
は
、
改
正
後
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査
の
申
請
と
み
な
す
。 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
三
号 

 

役
務
の
提
供
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
（
令
和
七
年

岡
山
県
告
示
第
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

本
則
中
「
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
」
を
「
岡
山
県
物
品
の
売

買
、
修
理
等
及
び
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
」
に
改
め
、「
有
し
て
い
る
者
」

の
下
に
「
（
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
の
一
部
改
正
（
令
和
七
年
岡

山
県
告
示
第
百
九
十
九
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
者
と
み
な
さ

れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
本
則
第
四
号
中
「
申
請
書
類
」
を
「
申
請
手
続
に
関
す
る
添
付
書
類
」

に
改
め
、
同
号
１
中
「
提
出
書
類
」
を
「
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
１
中
(1)
を
削
り
、
(2)
を
(1)
と
し
、

(3)
か
ら
(11)
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
号
２
中
「
提
出
書
類
の
作
成
」
を
「
申
請
及
び
添
付
書
類
の

作
成
」
に
、
「
申
請
書
、
」
を
「
申
請
並
び
に
」
に
、
「
委
任
状
は
」
を
「
委
任
状
の
作
成
に
は
」
に
、

「
で
作
成
し
」
を
「
を
用
い
」
に
、
「
提
出
書
類
で
」
を
「
添
付
書
類
で
」
に
、
「
さ
れ
た
提
出
書
類
」

を
「
さ
れ
た
添
付
書
類
」
に
改
め
、
同
号
３
中
「
提
出
期
間
」
を
「
申
請
期
間
」
に
、
「
二
十
一
日
ま

で
（
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
」
を
「
三
十
日
ま
で
」
に
、
「
提
出
は
」
を
「
申
請
は
」
に
改
め
、

同
号
４
中
「
提
出
場
所
」
を
「
申
請
先
」
に
改
め
、
「
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

」
及

び
「
総
務
部
財
産
活
用
課
又
は
」
を
削
り
、
同
号
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

５ 

申
請
方
法 

 
 

(1) 

電
子
情
報
処
理
組
織
（
県
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
）
と
申
請

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い

う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

(2) 

(1)
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
は
、
岡
山
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
十
八
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

本
則
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
し
た
改
正
前
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査

の
申
請
は
、
改
正
後
の
本
則
第
四
号
５
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
資
格
審
査
の
申
請
と
み
な
す
。 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



〔
一
六
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
東
区
光
明
谷

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

終

了

年

月

日 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



〔
一
六
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
東
区
光
明
谷

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

終

了

年

月

日 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号



〔
一
六
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

総
社
市
西
阿
曽
字
久
米
田
一
五
三
四
番
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
西
阿
曽
一
五
三
五
番
地 

小
山 

智
弘 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
三
月
十
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
〇
八
号 

令和７年４月１５日　岡山県公報　第１２６９３号


